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神緑会学術誌 第9巻1993年

病院紹介

兵庫県立局齢者脳機能研究センター

所 長 山 鳥 重

(39年 卒)

兵庫県立姫路市に我が国では始めての痴呆研究に的

を絞 った医学研究センターが誕生 しました.そ の概 要

をご紹介 します.

設立の経緯ですが,昭 和62年 神戸 大学医学部西塚教

授 を委員長 とする委員会が 「高齢化社会を迎 え,重 要

な社会問題である,痴 呆性老 人増加に対する長期的対

策のひ とつ として,県 立の医学研究機 関を設置するこ

とが望 ましい」 とするis旨 の意見書 を提出 しました.

翌昭和63年 この提言を受けて,兵 庫医大三好教授 を委

員長 とする委員会が 「高齢者の医療研究施設」 を設立

すべ きであるとする意見書 を提出 しました.

兵庫県はこの意見を尊重,昭 和64年 に県保健環境部

の中に準備担 当を置きました.'F成3年 にはこれを高

齢者脳医療 ・研究センター設 ウニ準備室に拡充,痴 呆の

早期発見,病 因解明,治 療技術開発,実 態把握,予 防

手段の究明などを目的 とした,高 度診断技術 を備え,

臨床研究 を中核 としたユニークで水準 の高い研究セン

ターの設立に向けた準備活動 を本格化 させ ました.

平成3年1月 には現姫路循環 器病セ ンター南側隣接

地に建物 を着工,平 成4年11月 に竣工 いた しま した.

平成5年3月27日 に貝原知事出席の下,盛 会裡にオー

プニ ングセ レモニーを挙行,4月1日 か らスタ ッフが

着任,組 織 と してIE式 に発足いた しました.現 在,全

スタッフ ・丸 となって診療/研 究開始にi司けて準備を

進めているところです.

6月15日 に外)k診 療開始,2ユ 日より病棟活動 を始め

ています.

センターの組織の概要ですが,管 理部,研 究部,付

属病院か ら成 り立 ってお ります.こ の うち研究部は企

画情報科,基 礎研究科,臨 床研究科,画 像研究科の4

科か らな り,全部でnの 研究室で構成 されてお ります.

付属病院は50床1病 棟で,外 来4診 をr定 してお りま

す.保 険診療iの 標傍科 は内科,精 神内科,放 射線科,

理学療法科ですが,対 象がすべて痴 呆患 者ですので,

この区別は制度的な ものです.

診療対象患 者は原則的に県下医療機関あるいは医療

関係機関(保 健所など)か らの紹 介患者 に限 ります.

治療 ・予防のてがか りを得るためには早期段階での医

療的努力が必須 と思われますので,で きるだけ早期痴

呆の疑いある患者を紹介 していただき,・ カ月程度の

入院で今後の方針 を決定 し,紹 介医へお返 しすること

に したい と考 えてお ります.

痴呆を呈する疾患 は多様で,痴 呆の実態 を把握する

には,ま だまだ基礎 データが足 らないとい う大前提 に

立ち,診療部では痴呆の正確 な状態像(認 知障害パ ター

ン)の 把握,痴 呆の原因たる身体疾患の 正確な診断,

さらに中枢神経系,特 に大脳における病変分布,あ る

いは機能低下領域 の正確 な把握 につとめ,治 療 可能な

ものは治療 を,治 療不可能な ものは治療の手掛か りを

もとめて,長 期的なデータベースを築いてゆ く」'一で

す.

研究方向は多1岐にわた りますが,基 礎研究科では神

経病理研究室。神経薬理研究室の2研 究室で病理/生

化学的立場か らの病因解明を進め ます.

本研究センターの中核はなん といって も画像研究科

です.ま ずPET研 究室 には県 ド初のPET(陽 電 ∫・放

出性 コンピュータ断層撮影装1酌 が3人 され ます.陽

電子放出性同位元素製造にはサ イクロ トロンが必要で

すが,こ れには我 が国では始めての陰 イオン方式によ

るビーム取 りlhし効率のよい,英 国オ ックスフォー ド

祉製サ イクロ トロ ンを導 人 してお ります.PETは 形

態変化の まだ明 らかでない段階で も,ブ ドウ糖や酸素

代謝 の低 下な ど機 能的変化 を捉 え ることがで きるた

め,早 期の脳高次機能低 ドの検出に威力 を発揮す るこ

とが期待 され ます.核 薬理研究室 はこの陽電 」孔放出性

核種をもちいて作 られる,各 種自家性放射性薬物の精

度管理,毒 性 管理や新 しい薬 剤開発 を担当 します.

MRI研 究室 はGE社 製1.5テ スラMRIを 備え,画 像分

析のほか,MRspectroscopeを11」 いて,脳 代謝物 質の

変化 などを研究する,,1'ii_です.

臨床研究科 は老年内科研究室,老 年精神医学研究室,

行動神経内科研究室,リ ハビリテー ション医学研究室,

神経心理研究室の6研 究室か らな り,そ れぞれ独 自の

医学ノ∫法論をもちいて痴呆患 者の多面性 を浮 き彫 りに

し,治 療 ・r防 のてがか りを少 しで も多 く得 ることが

目的です.さ らに臨床研究科では作業療法,言 語療法
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な どリハ ビリ的アプローチや期待出来る薬物の薬効評

価 など,幅 広い活動 を展開 してゆ く予定です.

痴呆問題は医学的側 面のみでな く,社 会福制、・医療

政策的 な側 面が 重要です.こ の点 について,わ れわれ

の研究セ ンターが貞献できる部分 はあ まり多 くあ りま

せんが,地 域医療室が設置 され,保 健婦1名 が配腐 さ

れてお りますので,県 ド関係医療機関か らの痴呆の疑

いある患者の受け入れ,退 院患者 ・家族への援助や相

談な どが比較的スムー ズに進め られる もの と期待 して

お ります.ま た県下 市町村 あるいは保健所の保健婦 と

も連絡 を密に し,本 セ ンター退院後の患 者の長期的動

態につ いての資料を蓄積 してゆ く予定です.こ の蓄積

にた って,将 来は痴呆疾患 についての県 ド全域のネ ソ

トワークが構築で きればと考えてお ります.

目を全 国に転 じます と,秋 田県に脳血 管研 究セ ン

ター,東 京都に老 人総 合研究所,神 経科学総合研究所,

精神医学総合研究所,国 に精神 ・神経セ ンター神経研

究所,同 精神保健研究所などがあ って,既 に活発に痴

呆研究 を行な ってい ます.さ らに国の長寿科学研究所

も建設が 口程 に上が ってきてい ます.し か し,癌 研究

などに比べ ます と,ま だ まだ研究施設の数は少な く,

体制 も不十分です.兵 庫県が全国にさきがけ,こ のよ

うな専門研究センターの設概に踏み切られた先見の明

に対 し,改 めて深い敬意を表する次第です.

また,こ の陰には西塚泰 美神戸大学医学部教授(特

別),河 野通雄 同放射線科教授(特 別),新 光毅循環器

病セ ンター名,,院 長(28年 卒),安 井博和兵庫県理 事(35

年卒),岡 田安弘神戸大学生理学教授(37年 卒),川 村

隆兵庫県保健環境部長(50年 卒)な ど,神 緑会諸先輩

のなみなみならぬ ご尽力があ りました.特 に記 して謝

意 を表 したい と思い ます.

最後にスタ ッフですが,出 来るかぎり全国的な視野

で人選 を進めて まい りましたが,研 究部長に前田潔(46

年卒),基 礎研究科長に高内茂(50年 卒),臨 床研究科

長に森悦朗(52年 卒),MRI研 究室 長に北垣一(59年

卒),PET研 究室長に石井 一成(61年 卒)が 就任 して

お ります.今 後の運営 に関 し,神 緑会諸先生の格段 の

ご指導,ご 支援 をお願い申 し上げる次第です.
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